





















































































れも同じくボストン系のR. L. Day & Co.が落札した。 Ｒ.Ｌ.Day＆Co.は
その半年後の競争入札では，さらにEsta brook & Co.およびVermilye
＆Ｃｏ.と共同で200万ドルのAT&T社債を購入している。そして，1904年
と1905年にはそれぞれ2,000万ドルの社債入札が行われたが，前者はLee

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　(Telephone and Telegraph Operating Board. これは後に，全米電信電話管理局
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